
 

 

 

   

～会員生協の活動から～ 

   

ぽむ･ぽむ通信 53 号  

 

目次 

 

◇東日本大震災支援 日本ユニセフ協会支援報告 ～地震から半年 支援活動続報～・・ 1 

◇世界の子どもたちは今 東日本大震災№2 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

◇ユニセフの新戦略「公平性に重点を置いたアプローチ」 ・・・・・・・・・・・ 5 

◇生協のユニセフ支援活動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

  ＊富山県生協連 ＊なのはな生協 ＊コープ熊本学校生協 

◇ソマリア干ばつ緊急募金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

 

 

 

 

 

 

ユニセフ＊コープ ネットワーク              2011 年 9 月 15 日

     Ｎｏ.53 

生協の組合員と日本ユニセフ協会を結ぶネットワーク通信「ぽむぽむ通信」は、生協組合員のボランティア

グループで発行・編集をしています。生協のユニセフ支援活動に積極的にご活用ください。 

ぽむぽむ通信 活用のすすめ 
・ すべてのページをコピーしなくても、「知っとこ。ユニセフ」や「世界の子どもたちは今」

を集めて、資料として活用いただけます。 
・ ユニセフのつどいやユニセフ展、学習会の際に、資料としてご活用いただけます。 
・ 店舗の募金箱の近くに置いて、生協のユニセフ活動を紹介する際にご活用いただけます。

・ 生協の管理している文化センターなど、共用施設の雑誌コーナーなどにもご活用いただ

けます。 
・ 写真のコンテンツも充実しているので、カラーコピーでの使用をおすすめします。



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震発生から半年－最新レポート 

  
日本ユニセフ協会はユニセフ本部とともに、震災発生直後から被災地入りし、被災地のニーズを確

認しながら子どもに焦点を当てた総合的な支援活動を展開しております。支援者の皆さまによるご

協力のもと、これまでに水や肌着などの緊急支援物資の提供、乳幼児健診の再開、学校再開のた

めに学用品の提供などを行いました。また、津波地震、そして原発の影響で、外で自由に遊べない

子どもたちを対象にした「ユニセフ子どもバス遠足」の実施など、保健・教育・「心のケア」といった各

分野にわたる支援活動を実施しております。今後も中長期的な視点にたち、子どもたちの状況が震

災以前よりもよい状態を実現できるよう、支援を続けてまいります。 

 

 

 

東東日日本本大大震震災災    

日日本本ユユニニセセフフ協協会会支支援援報報告告  ～～～地地地震震震かかかららら半半半年年年   支支支援援援活活活動動動続続続報報報～～～

2011 年 4 月 12 日 宮城県女川第二小学校にて
学用品が入ったユニセフバッグが配られました

 日本ユニセフ協会/2011
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 日本ユニセフ協会/2011
日本ユニセフ協会に届いた海外からの手紙 

 日本ユニセフ協会/2011/K.Goto

 

日本ユニセフ協会の復興支援活動 続報 

 

 ■ Ｔｅｇａｍｉ Ｐｒｏｊｅｃｔ ■ 

日本ユニセフ協会では、世界中の子どもたち

から届いた手紙を東北の子どもたちに届け

る「Tegami Project（テガミ プロジェクト）」を 7

月より実施しています。30 カ国から 2,000 通

を超える手紙が、世界の学校やユニセフ現

地事務所などから、日本ユニセフ協会に届い

ています。暖かい応援のメッセージが書かれ

た手紙を東北の子どもたちに届けたい。そし

て、東北の子どもたちから、今度は世界の子

どもたちへお返事を届けたい。そんな想いの

もと始まった Tegami Project。子どもたちが楽しくお返事を書けるように、ポストや消印代わりのスタ

ンプなども用意。海を越えて届いた世界の子どもたちの想いに触れることで、自分の夢や可能性を

広げるきっかけになることも願っています。 

 

 

 ■ ユニセフ子どもバス遠足 ■ 

日本ユニセフ協会は、被災地の子どもたちの

心のケアの取り組みの一環として、避難生活

を送る子どもたちや原発事故の影響で外遊

びのできない子どもたちに思いっきり外で遊

びを楽しむバス遠足を企画・実施しました。福

島県ユニセフ協会では、福島青年会議所、福

島交通、福島交通観光のご協力と福島市や

教育委員会、同市私立幼稚園協会のご支援

をいただき、「おもいっきり！そとあそびプロジ

ェクト」をスタート。福島市内の保育園・幼稚園

の子どもたちを、安心して思いっきり遊べる場

所に招待しました。たくさん体を動かしたり、自然と触れ合ったり、新しいことを体験できる様々なプ

ログラムが用意され、これまでの参加者は 3,000 人以上となりました（2011 年 8 月現在）。 

 

 

 

遠足に参加する福島ゆかり保育園の子どもたち 



 日本ユニセフ協会/2011/K.Goto
岩手県大槌保育園の仮園舎 

 

 ■ 子どもにやさしい幼稚園・保育園の建設・修繕支援 ■ 

日本ユニセフ協会は、宮城県と岩手県の被災地の自治体からの要請を受け、保育園や幼稚園等

の仮設園舎の建設や大規模な修繕のための支援活動を展開しています。6 月 1 日、岩手県大槌町

では 80 日ぶりに大槌保育園が再開されました。大槌町内で一番大きな保育園施設であり、子ども

支援センターの機能も兼ね備えていた大槌保育園。再開へのニーズの高い同保育園の再開に向

けて、日本ユニセフ協会は 4 月上旬から園や自治体の関係者らと何度も協議を重ね、仮園舎の建

設と保育のための備品の支援などを進めてきました。仮設ではあっても、子どもたちにとって楽しい

空間となるように、先生、ボランティアの方々、日本ユニセフ協会のスタッフ等が協力して作り上げた

園舎には、再開の日、子どもたちの歓声と先生方の笑顔、安堵の表情を見せる保護者の方々の姿

がありました。今後、各地での保育園幼稚園等の仮設・恒久園舎の建設や大規模な修繕のため、

関係者や子どもたちの声を取り入れるためのワークショップを開催するなど、子どもにやさしい施設

を作る支援を続けています。 

 

（日本ユニセフ協会 HP 「東日本大震災緊急支援」最新情報より抜粋・編集 

http://www.unicef.or.jp/kinkyu/japan/2011.htm） 

 

◆ 東日本大震災緊急募金 ◆ 

 日本ユニセフ協会では東日本大震災緊急募金を受け付けておりますのであたたかいご支

援よろしくお願いいたします。 

郵便局（ゆうちょ銀行）募金口座 

振替口座：00160-2-372895 

口座名義：公益財団法人 日本ユニセフ協会 

*通信欄に「東日本大震災」と明記願います。 

*手数料はご負担くださいますようお願い申し上げます。 

 日本ユニセフ協会/2011/K.Goto
80 日ぶりに仮園舎で保育園が再開されました
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ぽむぽむ広場 

○ぽむぽむ通信第 53 号をお届けします。 

この度の東日本大震災で被災された皆さまに

心よりお悔やみとお見舞いを申し上げます。53

号は、前号に続いて東日本大震災へのユニセフ

の支援活動をご紹介します。また、ユニセフの

「公平性に重点を置いたアプローチ」、ソマリ

ア干ばつ緊急募金案内などを掲載しています。

○全国の活動事例や、ぽむぽむ通信の感想・ご意

見をお待ちしております。 

○次号は、2011 年 12 月 15 日発行予定です。 

ユニセフ＊コープネットワーク 

 
No.53 2011 年 9 月 15 日発行 

編集 グループ ぽむ・ぽむ 
スタッフ・編集／相澤・尾澤・谷杉・浜崎・福本・藤森・

松本・山本・小池・石尾・朝倉・中村

   イラスト／蛯沢 

発行 日本生協連 組合員活動部 
 〒150-8913  

東京都渋谷区渋谷 3-29-8 ｺｰﾌﾟﾌﾟﾗｻﾞ 11Ｆ 

TEL03-5778-8124 FAX03-5778-8125 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://jccu.coop/unicef/ 

編集後記 

◆前号にひき続き、東日本大震災を受けた日本ユニセフ協会の支援活動をご紹介しました。世界の子どもた

ちから届いた手紙を東北の子どもたちに届け、東北の子どもたちからの返事を世界の子どもたちに届ける

「Tegami Project（テガミ プロジェクト）」などは、ユニセフらしい活動だと思います。国連が「飢餓状態」

を宣言したソマリアの状況も依然として深刻です。ソマリア干ばつ緊急募金にも、多くの方々からの支援が

今必要とされています。（yoshi） 
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